
        地震動波形から液状化判定を行うための地震動特性に関する基礎的研究 

 

徳島大学大学院 学生会員 〇長友優征 

徳島大学大学院 正会員 中田成智 

 

1．序論 

災害時において適切な初動対応を行うためにも迅速な災害情報の把握は非常に重要である．しかし，現在こ

れらの情報は住民からの通報および職員の被災地派遣によって収集されており，より効果的な情報収集が求め

られる．そのため，計測および解析に基づく予測から詳細な災害情報を生み出し，地図上で閲覧可能な広域災

害情報システムの開発は有用であるといえる． 

災害情報には多種多様あるが，その中でも本研究では液状化に注目した．災害時における液状化被害はライ

フラインに多大な被害を及ぼし，過去の地震でも大規模な液状化被害が発生している．しかし液状化は局所的

に起こるため，災害が起こった後に液状化が起こる地点を即時に把握することは容易ではなく，液状化を即時

に把握できる手法が確立されていないのが現状である． 

 本研究では災害時に液状化した地点を即時に判定する手法確立の前段階として，液状化した地点の地震動特

性の検討に関する基礎的研究を行う． 

 

2．本研究における研究及び解析手法 

 液状化した地点と非液状化地点では地震動特性，すなわち地震の揺れ方が異なることを前提仮定とする．過

去の地震において液状化した観測地点で得られた地震波形，およびその近隣の液状化していない観測地点で得

られた地震動データをフーリエ変換によって周波数領域に変換．それぞれの地震動特性を比較することによっ

て液状化した地点での地震動特性を検討する．さらに，地震動特性の比較検討の精度を上げるために伝達関数

を用いてそれぞれの周波数スペクトルの振幅比をとり，分析することによって液状化した地点での地震動特性

を検討する． 

 

3．研究対象地点の選定 

 本研究では 2011年東北地方太平洋沖地震を研究対象と

し，比較検討に用いる対象地点として液状化した地点 4か

所，非液状化地点 3か所を設定し，表-1に示す．また，本研

究の対象となる観測地点をプロットしたものを図-1に示す．

用いる地震動データは対象地点毎に本震(a)，本震発生 5分

後の(b)，①は本震から 40分後の(c)，②，③，④は本震か

ら 29分後に発生した余震(d)のデータを用いる． 

① 

② 

③ 

④ 

表-1 研究対象地点¹⁾ 

図-1 ①，②，③，④の地点プロット 2) 
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4．解析結果における考察 

 周波数スペクトルを分析した結果，4地点

に共通して図-2に示したように(c)および(d)

の地震動の上下成分では 35Hz以上の周波数

帯において非液状化地点の振幅が液状化地点

の振幅より高い値を示していることが確認さ

れた． 

 伝達関数を用いた振幅の比率変化を分析し

た結果，①では図-3に示したように(a)に比

べて(c)および(d)では 25Hz以上の振幅比が

赤線で示された倍率 1倍線以下に落ち込む特

性が確認され，③や④でも同じような特性が

確認された．②に関しては他の地点とは

異なる振動特性が見られたため，(d)の

時点ではまだ液状化していなかった可能

性も否めない．②の地点が液状化していなかった可能性を考慮すると地震発生数時間後の地震動データとの比

較および検討の必要があると考える． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．結論 

 液状化した地点の地震動特性から液状化判定要素を解明するには至らなかったものの，本震(a)に比べて(c)

および(d)では周波数スペクトルの上下成分では 25Hz以上，特に 35Hz以上の周波数帯において非液状化地点

の振幅が液状化地点の振幅より高い特性を示していることが確認された．また，周波数スペクトルの振幅比を

分析した結果，本震(a)に比べて(c)および(d)では上下成分でのみ 37㎐以上の振幅比の倍率がおおむね 1倍以

下に落ち込む特性が確認された． 

他のデータで解析を行い，同じような特性が確認されれば液状化判定要素として活用できる可能性はある

が，今後はサンプルデータ数を増やし液状化判定要素解明の精度を向上させる必要がある． 
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図-2 ①から④の(c)および(d)の上下成分の周波数スペクトル 

図-3 ①の(a)および(c)の振幅比 
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